
第80回国民スポーツ大会「青の煌めきあおもり国スポ」のライフル射撃競技用具を製作しました 

ココでしかできない体験活動にチャレンジ！  

青森県立弘前高等技術専門校 総合建築科 

ライフル射撃競技用具の製作に携わった学生からの感想 

 青森県での国体開催は、1977年のあす

なろ国体以来49年ぶりに開催されるとい

うことで、今回はこのような貴重な経験

をさせていただきありがとうございまし

た。ライフル射撃競技は数十ｍ先にある

固定された標的を撃ち、精度の高さを競

う競技となっているので、競技に影響が

生じないように、標的台を作る過程では

慎重に作業を進めました。無垢材を使用

して製作をしたので、部材の取り合いで

は隙間がないようにするため難しい加工もありましたが

クラスメイトと協力して作成しました。私たちが製作し

た競技用具を各都道府県の代表選手に使用していただけ

ることは、とても嬉しく思います。２年度の国民スポー

ツ大会では、青森県代表選手の活躍を期待したいです。 
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  製作に携わった学生からは、「クラス全員が協力して製作したので、建築で学んだ知識・技能の成果が作品に込められてい

ます。大会に参加する選手が満足のいく結果を出せるように活用して欲しいです。」「競技用部材の材料は青森ひばを使用し

ています。ひばの香りにはリラックス効果があるので、大会ではひばの香りを楽しみながら高得点を狙って欲しいと思います。」

との感想がありました。今後、学生のみなさんがものづくりに関心を持って、いろいろなことに挑戦してほしいと思います。 

総合建築科2年 

 総合建築科では、職業訓練で学ぶ建築の知識と技能を活かし、実習と地域貢献活動の一環として、持続可能な地域づくり

に協力する職業訓練に取り組んでいます。今回、「青の煌めきあおもり国スポ・障スポ実行委員会」から、2026年(令和8年)に

青森県で開催される第80回国民スポーツ大会のライフル射撃競技で使用する競技用具を製作して欲しい旨の依頼があり、

総合建築科の2年生19名が県産材のひばを材料に競技用具を作成し、令和6年10月23日(木)に本校の視聴覚室で引渡し

式を開催しました。 

 翔けろ未来へ 

  引渡式では「ビームライフルターゲット台」「ビームライフルディスプレー台」「ビームライフルプリンター台」の各13台を学生

代表して総合建築科２年生の工藤嶺斗さんが国スポ・障スポ局の出﨑和夫局長へ目録として手渡し、出﨑局長から国スポ・

障スポ実行委員会の会長である宮下宗一郎知事からの感謝状が本校へ感謝の意として渡されました。 
縄文の風に乗って 

国スポ・障スポ局の出﨑局長からは、「ライフル射撃競技用具の製作にご協力いただき、たいへんありがとう

ございました。みなさんが一生懸命製作した競技用具を大切に使わせていただきます。」という感謝の言葉があり

ました。その後、校を代表して外﨑彰校長から、「47年に一度の大会が再来年、青森県で開催され、一大イベント

に関わりを持つことができて、学校としても得難い経験をさせていただきました。今回の競技用具製作では、学生

の日頃の訓練の成果が活かせる機会となり、国スポの運営に寄与することができたということで本当によかったで

す。今後も国スポをいろいろな形で応援し、みなさんで大会の成功を祈りましよう。」という挨拶がありました。 

令和6年10月24日 陸奥新報に掲載 


